
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

八

〇

号

ひ
ろ
し
ま
ド
ッ
グ
ぱ
ー
く
の
動
物
愛
護
管
理
法
上
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

松

本

大

輔
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ひ
ろ
し
ま
ド
ッ
グ
ぱ
ー
く
の
動
物
愛
護
管
理
法
上
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
五
年
四
月
に
開
園
し
、
経
営
難
か
ら
平
成
十
七
年
六
月
に
閉
園
し
た
広
島
市
佐
伯
区
の
民
間
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ひ
ろ

し
ま
ド
ッ
グ
ぱ
ー
く
」
に
お
い
て
、
劣
悪
な
飼
養
環
境
の
た
め
に
衰
弱
し
た
約
五
百
頭
の
犬
が
本
年
九
月
二
十
六
日
に
発
見
さ

れ
、
さ
ら
に
十
月
六
日
に
は
栄
養
失
調
か
ら
衰
弱
死
し
た
疑
い
の
あ
る
三
十
四
頭
の
犬
の
死
骸
が
敷
地
内
で
埋
め
ら
れ
て
い
る

の
が
見
つ
か
っ
た
。
十
月
一
日
、
私
は
現
地
を
視
察
し
、
健
康
な
犬
の
半
分
以
下
に
や
せ
細
っ
た
犬
及
び
栄
養
失
調
に
よ
り
皮

膚
病
等
の
疾
病
に
か
か
っ
た
犬
な
ど
、
見
る
も
無
惨
な
状
態
の
犬
が
多
数
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
動
物
虐
待
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い
と
の
認
識
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
法
律
第
百
五
号
、
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に

基
づ
き
、
事
業
者
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
る
広
島
市
は
、
本
件
を
早
く
か
ら
把
握
し
な
が
ら
、
法
に
基
づ
く
適
正
な
指
導
監
督

を
怠
り
、
結
果
的
に
事
態
の
深
刻
化
を
招
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
本
件
発
覚
後
も
刑
事
告
発
を
見
送
り
、
事
業
者
が
提
出
し

た
廃
業
届
を
受
理
す
る
こ
と
で
事
態
の
幕
引
き
を
図
る
な
ど
、
我
が
国
の
国
民
の
間
に
一
つ
の
法
規
範
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
動

物
愛
護
の
精
神
を
一
つ
の
社
会
的
秩
序
と
し
て
保
護
す
る
と
い
う
法
の
保
護
法
益
に
相
反
す
る
行
為
を
取
っ
て
お
り
、
国
民
の

批
判
も
大
き
い
。
事
業
者
の
責
任
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
斯
様
な
事
態
を
防
ぐ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
行
政
の
責
任
も
極
め

一



て
重
い
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
本
件
は
海
外
で
も
報
道
さ
れ
、
我
が
国
の
動
物
愛
護
行
政
の
お
粗
末
さ
を
世
界
に
宣
伝
す
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
件
に
つ
い
て
原
因
究
明
、
広
島
市
の
対
応
の
適
否
の
確
認
及
び
再
発
防
止
の
観
点
か
ら
政
府
に
お
尋
ね

す
る
。
答
弁
に
当
た
っ
て
は
必
ず
一
質
問
に
つ
き
一
答
弁
と
し
、
複
数
の
質
問
に
対
し
ま
と
め
て
答
弁
す
る
こ
と
は
厳
に
控
え

ら
れ
た
い
。

一

基
本
的
事
項
に
つ
い
て

本
件
に
関
す
る
平
成
十
七
年
改
正
前
の
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い

て
、
事
業
所
名
称
「
ひ
ろ
し
ま
ド
ッ
グ
ぱ
ー
く
」
の
届
出
者
を
「
事
業
者
Ａ
」
、
事
業
所
名
称
「
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
」
の
届
出
者
を
「
事
業
者
Ｂ
」
と
す
る
。

�

旧
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
Ａ
の
届
出
に
つ
い
て
、
届
出
者
の
法
人
・
個
人
の
別
、
事
業
所
の
所
在

地
、
動
物
取
扱
業
の
種
別
、
業
の
具
体
的
内
容
、
届
出
日
及
び
営
業
開
始
年
月
日
を
示
さ
れ
た
い
。

�

事
業
者
Ａ
は
、
旧
法
第
八
条
第
一
項
に
違
反
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
に
業
を
営
ん
で
い
た
時
期
が
あ
る

と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
旧
法
第
二
十
九
条
第
一
号
に
該
当
す
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



�

旧
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
Ｂ
の
届
出
に
つ
い
て
、
届
出
者
の
法
人
・
個
人
の
別
、
事
業
所
の
所
在

地
、
動
物
取
扱
業
の
種
別
、
業
の
具
体
的
内
容
、
届
出
日
及
び
営
業
開
始
年
月
日
を
示
さ
れ
た
い
。

�

事
業
者
Ｂ
は
、
旧
法
第
九
条
第
二
項
に
違
反
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
に
、
事
業
所
の
名
称
を
「
ド
ッ
グ

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
『
ド
ッ
グ
パ
ー
ク
』
」
か
ら
「
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
に
変
更
し
た
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、

旧
法
第
三
十
一
条
に
該
当
す
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

事
業
者
Ａ
及
び
事
業
者
Ｂ
は
、
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
八
月
二
十
六
日
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
第
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
予
防
注
射
を
犬
に
受
け
さ
せ
て
い
た
の
か
。
受
け
さ
せ
て
い
な
い
場
合
、
同
法
第
二
十
七
条
第
二
号
に

該
当
す
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

右
記
�
、
�
及
び
�
に
つ
い
て
、
違
法
状
態
を
放
置
し
て
き
た
広
島
市
の
対
応
は
適
切
と
言
え
る
か
、
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

二

原
因
究
明
に
つ
い
て
（
事
件
発
覚
ま
で
の
広
島
市
の
対
応
）

「
ひ
ろ
し
ま
ド
ッ
グ
ぱ
ー
く
の
犬
た
ち
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
八
年
十
月
二
十
五
日
広
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
文
書
、

以
下
「
広
島
市
発
表
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
広
島
市
は
事
業
者
Ｂ
に
対
し
口
頭
を
含
め
二
十
三
回
指
導
し
た
と
し
て
い

三



る
が
、
事
態
の
深
刻
化
を
防
げ
な
か
っ
た
以
上
、
指
導
の
効
果
は
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
で
、
広
島
市
に
は
法

第
二
十
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
改
善
勧
告
を
、
事
業
者
が
そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
同
条
第
三
項
に
基
づ
き
改
善
命
令
を
出

す
権
限
が
あ
り
、
法
第
四
十
六
条
第
四
号
に
お
い
て
命
令
違
反
に
対
し
罰
則
を
設
け
る
こ
と
で
命
令
に
強
制
力
を
持
た
せ
て

い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
広
島
市
は
本
件
が
大
き
く
報
道
さ
れ
る
ま
で
法
に
基
づ
く
改
善
勧
告
を
行
わ
ず
、
改
善

命
令
も
出
さ
な
か
っ
た
。
動
物
愛
護
の
精
神
を
社
会
的
秩
序
と
し
て
保
護
す
べ
き
広
島
市
が
、
強
制
力
の
あ
る
命
令
権
を
行

使
せ
ず
、
か
か
る
深
刻
な
事
態
を
招
い
た
こ
と
は
、
法
の
存
在
意
義
や
法
規
範
性
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
作
為
及

び
怠
慢
は
明
ら
か
で
あ
る
。

�

事
業
者
Ｂ
は
、
少
な
く
と
も
本
年
九
月
の
時
点
に
お
い
て
、
法
第
二
十
一
条
第
一
項
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
環
境
省
令
第
一
号
、
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
八
条
及
び
動
物
取
扱

業
者
が
遵
守
す
べ
き
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の
細
目
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
環
境
省
告
示
第
二
十
号
、
以
下
「
告

示
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
動
物
の
健
康
及
び
安
全
を
保
持
す
る
た
め
の
基
準
に
違
反
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
違

反
が
疑
わ
れ
る
規
則
及
び
告
示
の
条
項
を
す
べ
て
示
さ
れ
た
い
。

�

事
業
者
Ｂ
が
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
遵
守
義
務
に
違
反
し
て
い
た
場
合
、
度
重
な
る
指
導
に
も
事
業

四



者
が
従
っ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
広
島
市
は
事
業
者
Ｂ
に
対
し
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
勧
告
を
出
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

事
業
者
Ｂ
は
、
少
な
く
と
も
本
年
九
月
の
時
点
に
お
い
て
、
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
動
物
の
健
康
及
び
安
全

の
保
持
そ
の
他
動
物
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
の
基
準
の
う
ち
、
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
の
実

施
に
必
要
な
権
原
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
広
島
市
は
事
業
者
Ｂ
に
対
し
、
法
第
十
九
条
第
二
号
に
基

づ
き
業
務
の
停
止
を
命
ず
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

広
島
市
が
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
立
入
検
査
を
行
っ
た
年
月
日
を
す
べ
て
示
さ
れ
た
い
。
そ
の
際
、
同
条
第

二
項
に
基
づ
く
身
分
証
明
書
を
関
係
人
に
提
示
し
て
い
た
の
か
。
提
示
し
て
い
な
い
場
合
、
広
島
市
は
同
項
に
規
定
す
る

身
分
証
明
書
提
示
義
務
に
違
反
し
て
い
た
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
立
入
検
査
権
限
は
い
わ
ゆ
る
行
政
調
査
で
あ
り
、
犯
罪
捜
査
権
の
よ
う
な
直
接
強
制

権
限
で
は
な
い
が
、
法
第
四
十
七
条
第
二
号
に
お
い
て
立
入
検
査
忌
避
に
対
し
罰
則
を
設
け
る
こ
と
で
検
査
の
実
効
性
を

担
保
す
る
、
間
接
強
制
権
限
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
広
島
市
発
表
に
よ
れ
ば
、
深
刻
な
状
態
の
犬
の
発
見
が
遅
れ
た

理
由
と
し
て
、
「
業
者
側
か
ら
立
入
り
を
拒
ま
れ
た
場
所
」
が
あ
る
た
め
と
し
て
い
る
が
、
広
島
市
は
立
入
り
を
拒
ん
だ

五



事
業
者
Ｂ
に
対
し
、
法
第
四
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
罰
則
の
存
在
を
伝
え
て
い
た
の
か
。

�

本
件
に
鑑
み
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
立
入
検
査
の
運
用
に
お
け
る
課
題
は
何
か
。
解
決
策
と
と
も
に
示

さ
れ
た
い
。
例
え
ば
立
入
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
事
例
集
を
作
成
し
て
各
都
道
府
県
等
に
配
布
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
。

三

広
島
市
の
対
応
に
つ
い
て
（
虐
待
の
判
断
根
拠
）

内
閣
総
理
大
臣
官
房
管
理
室
長
名
で
警
察
庁
保
安
部
防
犯
企
画
課
長
宛
に
発
出
さ
れ
た
「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
虐
待
の
解
釈
に
つ
い
て
（
回
答
）
」
（
平
成
元
年
四
月
十
三
日
総
管
第
百
四
十
七

号
）
に
よ
れ
ば
、
警
察
庁
よ
り
照
会
事
項
一
と
し
て
法
に
規
定
す
る
虐
待
の
一
般
的
見
解
を
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
「
動

物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
虐
待
と
は
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
護
動
物
に

対
し
て
、
一
般
的
に
、
不
必
要
に
強
度
の
苦
痛
を
与
え
る
な
ど
の
残
酷
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
い
い
、
虐
待
に
当
た
る
か

否
か
の
具
体
的
判
断
は
、
当
該
行
為
の
目
的
、
手
段
、
態
様
等
及
び
当
該
行
為
に
よ
る
苦
痛
の
程
度
等
を
総
合
し
て
、
社
会

通
念
と
し
て
の
一
般
人
の
健
全
な
常
識
に
よ
り
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
」
と
回
答
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。

六



ま
た
、
警
察
庁
よ
り
照
会
事
項
二
と
し
て
「
�
動
物
に
エ
サ
や
水
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
起
因
し
て
当

該
動
物
を
死
に
至
ら
し
め
た
場
合
、
�
動
物
が
疾
病
に
か
か
り
、
い
ず
れ
病
死
す
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
承
知
で
何
ら
治

療
行
為
等
を
施
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
起
因
し
て
当
該
動
物
を
死
に
至
ら
し
め
た
場
合
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
法
に
規
定
す
る
虐
待
に
該
当
す
る
と
解
し
て
よ
い
か
と
の
照
会
に
対
し
、
「
上
記
照
会
事
項
一
に
つ
い
て
の
見
解
に
沿
っ

て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
動
物
に
エ
サ
や
水
を
与
え
な
い
�
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
動
物
の
態
様
、
エ
サ
や

水
を
与
え
な
か
っ
た
理
由
等
の
点
に
つ
い
て
、
ま
た
、
何
ら
治
療
行
為
等
を
施
さ
な
い
と
い
う
�
の
よ
う
な
不
作
為
の
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
疾
病
に
か
か
っ
た
動
物
に
つ
い
て
飼
い
主
に
治
療
義
務
が
あ
る
と
の
社
会
通
念
が
成
立
し
て
い
る

か
ど
う
か
、
治
療
等
を
施
さ
な
い
正
当
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
等
の
点
に
つ
い
て
、
十
分
検
討
を
加
え
た
上
で
、
虐
待
に

当
た
る
か
否
か
判
断
す
べ
き
も
の
と
思
料
す
る
」
と
回
答
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

�

こ
の
解
釈
に
つ
い
て
現
在
も
変
更
は
な
い
か
。

�

こ
の
解
釈
は
都
道
府
県
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
七
日
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
対
し
周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
。
周
知
の
方
法
、
頻
度
な
ど
も
含
め
て
示
さ
れ
た
い
。

�

本
件
は
右
記
�
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
動
物
の
態
様
、
エ
サ
や
水
を
与
え
な
か
っ
た
理
由
等
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の
点
に
つ
い
て
、
広
島
市
は
十
分
な
検
討
を
し
た
の
か
。
検
討
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
場
合
は
把
握
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
必
要
の
有
無
に
つ
い
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

現
地
を
視
察
し
た
際
、
重
度
の
栄
養
失
調
を
原
因
と
す
る
皮
膚
病
な
ど
の
疾
病
に
か
か
っ
た
犬
や
失
明
の
疑
い
の
あ
る

犬
も
い
た
と
承
知
し
て
お
り
、
右
記
�
の
ケ
ー
ス
に
も
該
当
す
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
飼
い
主
に
治
療
義
務
が
あ
る

と
の
社
会
通
念
が
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
治
療
等
を
施
さ
な
い
正
当
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
等
の
点
に
つ
い
て
、

広
島
市
は
十
分
な
検
討
を
し
た
の
か
。
検
討
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
政
府
と
し
て
把
握

し
て
い
な
い
場
合
は
把
握
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
必
要
の
有
無
に
つ
い
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

広
島
市
の
対
応
に
つ
い
て
（
虐
待
の
解
釈
の
妥
当
性
）

「
『
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
』
の
行
為
に
対
す
る
広
島
市
の
方
針
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
広
島
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
文
書
、
以
下
「
広
島
市
方
針
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
約
五
百
頭
の
犬
を
栄
養
失
調

等
で
衰
弱
さ
せ
た
行
為
が
、
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
虐
待
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
「
こ
の
『
み
だ
り

に
』
に
は
、
秩
序
を
乱
し
て
・
む
や
み
に
・
故
意
に
と
い
っ
た
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
が
「
み
だ
り
に
給
餌
、
給
水
を
や
め
た
」
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
（
中
略
）
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
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資
力
の
範
囲
で
犬
の
飼
養
を
続
け
て
お
り
、
犯
意
・
悪
意
を
持
っ
て
『
み
だ
り
に
』
給
餌
・
給
水
を
や
め
た
と
い
う
事
実
は

確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
刑
罰
が
か
け
ら
れ
る
『
虐
待
』
に
は
あ
た
ら
な
い
と
判
断
」
し
た
と
し
て
い
る
。

一
方
、
平
成
十
四
年
（
ろ
）
第
四
号
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日
伊
那
簡
易
裁
判
所
判
決
に
お
い
て
、
法
第
四
十
四
条
（
旧

法
第
二
十
七
条
）
第
二
項
に
規
定
す
る
虐
待
に
つ
い
て
、
「
愛
護
動
物
の
飼
育
者
と
し
て
の
看
護
を
著
し
く
怠
る
行
為
を
指

す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
行
為
と
し
て
『
み
だ
り
に
給
餌
又
は
給
水
を
や
め
る
こ
と
に
よ
り
衰
弱
さ
せ
る
行
為
』
が

例
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
著
し
く
不
衛
生
な
場
所
で
飼
育
し
、
給
餌
又
は
給
水
を
十
分
与
え

ず
愛
護
動
物
を
不
健
康
な
状
態
に
陥
ら
せ
る
と
い
っ
た
行
為
も
、
上
記
『
虐
待
』
に
該
当
す
る
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。

�

広
島
市
の
解
釈
に
あ
る
「
秩
序
を
乱
し
て
・
む
や
み
に
・
故
意
に
」
は
、
一
般
語
と
し
て
の
「
み
だ
り
に
」
の
意
味
と

思
わ
れ
る
が
、
法
令
上
の
「
み
だ
り
に
」
の
解
釈
は
「
社
会
通
念
上
正
当
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
超
え
て
」
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
広
島
市
の
判
断
に
従
え
ば
、
約
五
百
頭
の
犬
に
対
し
十
分
な
給
餌
・
給
水
を
し
な
か
っ
た
行
為
は
、
社

会
通
念
上
正
当
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
正
当
性
と
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

�

法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
あ
る
「
み
だ
り
に
給
餌
又
は
給
水
を
や
め
る
こ
と
に
よ
り
衰
弱
さ
せ
る
行
為
」
は
例
示
さ
れ
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た
行
為
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
広
島
市
は
、
「
犯
意
・
悪
意
を
持
っ
て
『
み
だ
り
に
』
給
餌
・
給
水
を
や
め
た
と
い
う
事

実
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
刑
罰
が
か
け
ら
れ
る
『
虐
待
』
に
は
あ
た
ら
な
い
」
と
し
て
お
り
、
例
示
行
為
の
有
無

の
み
を
も
っ
て
虐
待
の
判
断
根
拠
と
し
て
い
る
。
虐
待
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
動
物
の
被
る
苦
痛
を
中
心
に
捉
え
、
こ
れ

に
人
間
の
側
の
目
的
な
い
し
必
要
性
等
の
事
情
を
加
え
て
総
合
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
例
示
行
為
の
有
無
だ
け
に
着

目
し
た
広
島
市
の
判
断
は
安
易
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

一
般
的
に
「
著
し
く
不
衛
生
な
場
所
で
飼
育
し
、
給
餌
又
は
給
水
を
十
分
与
え
ず
愛
護
動
物
を
不
健
康
な
状
態
に
陥
ら

せ
る
行
為
」
は
、
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
虐
待
に
該
当
す
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

事
業
者
Ｂ
が
約
五
百
頭
の
犬
を
栄
養
失
調
等
で
衰
弱
さ
せ
た
行
為
は
、
右
記
判
決
の
事
案
と
同
様
、
「
著
し
く
不
衛
生

な
場
所
で
飼
育
し
、
給
餌
又
は
給
水
を
十
分
与
え
ず
愛
護
動
物
を
不
健
康
な
状
態
に
陥
ら
せ
る
行
為
」
に
該
当
す
る
か
否

か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

広
島
市
の
対
応
に
つ
い
て
（
殺
傷
の
解
釈
の
妥
当
性
）

広
島
市
方
針
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
三
十
四
頭
の
犬
を
栄
養
失
調
等
か
ら
衰
弱
死
さ
せ
た
行
為
が
、
法
第
四
十
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
殺
傷
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
「
本
市
は
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
の
代
表
者
か
ら
の
通
報
を
受

一
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け
て
死
体
を
確
認
し
た
上
で
、
西
警
察
署
の
担
当
警
察
官
に
『
み
だ
り
に
殺
し
た
』
も
の
か
ど
う
か
、
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
『
死
体
を
見
た
だ
け
で
は
み
だ
り
に
殺
さ
れ
た
の
か
、
虐
待
を
受
け
て
殺
さ
れ
た
の
か
、
老
衰
な
ど
の
自

然
死
な
の
か
を
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
飼
養
状
況
な
ど
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
。
』
と
の
こ
と
で
し

た
の
で
、
一
点
目
で
お
示
し
し
た
飼
養
状
況
や
、
『
給
餌
の
量
が
充
分
で
は
な
く
、
衰
弱
し
て
死
亡
し
た
も
の
を
弔
う
た
め

に
埋
葬
し
た
』
と
い
う
ド
ッ
グ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
申
し
立
て
か
ら
、
『
み
だ
り
に
殺
し
た
』
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
ま

し
た
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
警
察
庁
に
よ
る
と
、
平
成
十
七
年
に
「
元
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
経
営
者
が
飼
育
に
窮
し
た
こ
と
か
ら
、
繁
殖
目
的
の

た
め
飼
っ
て
い
た
犬
四
頭
に
対
し
て
給
餌
・
給
水
を
止
め
、
放
置
し
た
こ
と
に
よ
り
餓
死
さ
せ
た
」
事
案
を
法
第
四
十
四
条

第
一
項
に
基
づ
き
北
海
道
警
察
が
、
「
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
経
営
に
窮
し
た
こ
と
か
ら
、
飼
っ
て
い
た
犬
三
頭
に
対
し
て
、
給

餌
・
給
水
を
止
め
た
こ
と
に
よ
り
衰
弱
さ
せ
た
」
事
案
を
同
条
第
二
項
に
基
づ
き
宮
城
県
警
察
が
、
そ
れ
ぞ
れ
検
挙
し
た
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。

�

広
島
西
警
察
署
の
担
当
警
察
官
に
よ
る
発
言
は
事
実
か
。
事
実
の
場
合
、
広
島
県
警
察
は
こ
れ
ま
で
の
飼
養
状
況
に
つ

い
て
、
事
業
者
Ａ
、
事
業
者
Ｂ
及
び
通
報
者
等
か
ら
事
情
を
聴
取
し
、
検
挙
の
可
能
性
を
検
討
し
た
の
か
。

一
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�

法
令
上
、
「
み
だ
り
に
」
の
解
釈
は
「
社
会
通
念
上
正
当
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
超
え
て
」
で
あ
る
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
、
広
島
市
の
判
断
に
従
え
ば
、
三
十
四
頭
の
犬
に
対
し
十
分
な
給
餌
・
給
水
を
せ
ず
に
死
に
到
ら
し
め
た
行
為

は
、
社
会
通
念
上
正
当
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
正
当
性
と
は
何
か
。
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

一
般
的
に
「
経
営
に
窮
し
、
飼
っ
て
い
た
犬
に
十
分
な
給
餌
・
給
水
を
せ
ず
に
死
亡
さ
せ
た
行
為
」
は
、
法
第
四
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
殺
傷
に
該
当
す
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

事
業
者
Ｂ
が
三
十
四
頭
の
犬
を
死
に
到
ら
し
め
た
行
為
は
、
「
経
営
に
窮
し
、
飼
っ
て
い
た
犬
に
十
分
な
給
餌
・
給
水

を
せ
ず
に
死
亡
さ
せ
た
行
為
」
に
該
当
す
る
か
否
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

事
業
者
Ｂ
の
申
立
て
に
よ
れ
ば
、
「
給
餌
の
量
が
充
分
で
は
な
く
、
衰
弱
し
て
死
亡
し
た
も
の
を
弔
う
た
め
に
埋
葬
し

た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
三
十
四
頭
の
犬
の
死
骸
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
場
所
に
は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
木
製
の
柵
が

多
数
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
と
承
知
し
て
お
り
、
証
拠
隠
滅
の
疑
い
も
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
申
立
て
の
正

当
性
に
つ
い
て
、
広
島
市
は
検
証
し
た
の
か
。
検
証
し
た
場
合
は
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
政
府
と
し
て
把

握
し
て
い
な
い
場
合
は
把
握
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
必
要
の
有
無
に
つ
い
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一
二



六

再
発
防
止
に
つ
い
て
（
虐
待
へ
の
厳
正
な
対
処
等
）

平
成
十
七
年
六
月
七
日
の
第
百
六
十
二
回
国
会
衆
議
院
環
境
委
員
会
に
お
い
て
、
政
府
参
考
人
で
あ
る
警
察
庁
長
官
官
房

審
議
官
は
、
「
昨
年
中
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
者
が
犬
に
え
さ
や
水
を
与
え
ず
死
亡
さ
せ
た
事
案
、
あ
る
い
は
、
養
鶏

場
の
経
営
者
が
、
経
営
不
振
の
た
め
に
鶏
に
え
さ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
餓
死
を
さ
せ
た
事
案
な
ど
を
動
物
愛
護
法
違

反
と
し
て
検
挙
し
た
事
例
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
尋
ね
の
よ
う
な
適
切
な
治
療
が
行
わ
れ
ず
死
亡
さ
せ
た
事
案
が
も
し
あ
れ

ば
、
都
道
府
県
警
察
に
お
き
ま
し
て
、
法
に
基
づ
い
て
厳
正
な
対
処
が
な
さ
れ
る
も
の
と
認
識
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と

答
弁
し
て
い
る
。

ま
た
、
広
島
市
発
表
に
よ
れ
ば
、
ひ
ろ
し
ま
ド
ッ
グ
ぱ
ー
く
は
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
事
業
者
Ａ
と
、
犬
を
所
有
、
提
供

す
る
業
者
の
事
業
者
Ｂ
と
が
共
同
経
営
す
る
業
務
形
態
と
さ
れ
て
い
る
。

�

直
近
五
年
間
に
お
け
る
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
愛
護
動
物
の
殺
傷
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
虐
待
及

び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
遺
棄
（
改
正
前
の
同
趣
旨
の
条
項
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
検
挙
状
況
及
び
処
分
結
果
を
示
さ

れ
た
い
。

�

右
記
三
で
示
し
た
平
成
元
年
四
月
十
三
日
総
管
第
百
四
十
七
号
に
よ
る
虐
待
の
解
釈
は
、
都
道
府
県
警
察
に
周
知
さ
れ

一
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て
い
る
の
か
。
周
知
の
方
法
、
頻
度
な
ど
も
含
め
て
示
さ
れ
た
い
。

�

本
件
に
つ
い
て
は
、
動
物
愛
護
団
体
が
本
年
十
月
二
十
七
日
に
告
発
状
を
広
島
県
警
察
に
提
出
し
、
今
月
十
五
日
に
受

理
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
本
件
が
経
営
不
振
の
た
め
に
犬
に
え
さ
や
水
を
与
え
ず
、
殺
傷
及
び
虐
待
し
た
事
案
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
共
同
経
営
者
で
あ
る
事
業
者
Ａ
及
び
事
業
者
Ｂ
に
対
し
、
法
に
基
づ
い
て
厳
正
な
対
処
は
な
さ
れ
る

の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

本
件
の
よ
う
な
多
数
飼
育
の
場
合
、
廃
業
時
の
動
物
の
取
扱
い
に
お
い
て
虐
待
や
遺
棄
を
招
く
お
そ
れ
が
高
い
こ
と
か

ら
、
業
の
規
制
と
し
て
特
別
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
動
物
取
扱
業
の
種
別
と
し
て
「
多
数
飼
育
」
を
新
設
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
遵
守
基
準
を
整
備
す
る
な
ど
、
多
数
飼
育
の
規
制
強
化
の
た
め
の
規
則
及
び
告
示
の
改
正
を
す
べ

き
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

虐
待
の
解
釈
に
つ
い
て
警
察
庁
か
ら
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
虐
待
の
定
義
が
法
文
上
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
行
政
の
不
作
為
や
警
察
の
初
動
の
遅
れ
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
。
判
例
等
の

蓄
積
も
踏
ま
え
た
上
で
、
虐
待
の
定
義
を
明
確
に
す
る
た
め
の
法
改
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。
現
行
法
の
ま
ま
明
確
に
し

な
い
場
合
と
法
改
正
に
よ
り
明
確
化
す
る
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
、
欠
点
を
示
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

一
四



い
。

右
質
問
す
る
。

一
五


